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持
続
可
能
な
教
育
研
究
会
運
営
を
目
指
し
て

山
形
県
小
学
校
教
育
研
究
会
長　

樋
　
口
　
潤
　
一

山
形
県
中
学
校
教
育
研
究
会
長　

細
　
谷
　
直
　
樹

山
形
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会
は
、
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
教
育
研
究
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、「
学
校
教
育
に
関
す
る
研
究
活
動
の
推
進
」、

「
学
校
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
、
教
科
や
領
域
別
の
部
会
を
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
部
会
で
は
、
最
新

の
教
育
法
や
指
導
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
授
業
の
質
の
向
上
を
図
っ
た
り
、

教
員
相
互
の
連
携
を
深
め
、
交
流
す
る
こ
と
で
そ
の
専
門
性
を
高
め
た
り
し
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
、
教
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
基
礎
と
な
る
多
く
の
こ
と
を
、

こ
の
研
究
会
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
研
究
会
を
運
営
し
て
い
く
上
で
、
統
廃
合
等
に
よ
る
学
校
数

の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

東
北
・
全
国
レ
ベ
ル
の
研
究
大
会
を
開
催
す
る
際
の
負
担
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
よ
り
、
県
内
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
各
部
会
に
お
い
て
開
催
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
見
直
し
や
、
引
き
受
け
可
能
な
事
業
規
模
の
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
そ
れ
に
加
え
、
地
区
合
同
で
の
実
施
等
も
含
め
、
更
に
持
続
可
能
な
運
営

体
制
を
探
究
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
痛
切
に
感

じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
、
特
別
支
援
教
育
の
東
北
大
会
が
、「
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
て
、
共
に
学
び
、
共
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
～
学
び
の
連
続
性
を
踏

ま
え
た
多
様
な
学
び
の
場
に
お
け
る
指
導
・
支
援
の
充
実
～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

酒
田
・
飽
海
地
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
先
生

方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
会
員
自
身
が
、
必
要
と
す
る
関
心
の
高
い
研
修
を
企
画
し
、
主
体
的
に

学
び
続
け
る
と
い
う
教
育
研
究
会
の
意
義
を
大
切
に
し
、
今
後
も
、
本
会
が
持
続

可
能
で
私
た
ち
に
実
の
あ
る
研
究
協
議
会
で
在
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
度
　
山
形
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
理
事
会
に
つ
い
て

　
期
　
日
　
二
○
二
六
年
七
月
十
三
日
（
月
）
十
三
時
三
十
分
～

　
会
　
場
　
村
山
教
育
事
務
所
・
講
堂

令
和
七
年
度
以
降
山
形
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
の
運
営
に
つ
い
て

◎�

七
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
（
会
場
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

一
　
会
長
等
役
員
の
選
考
及
び
理
事
会
要
項
の
決
定
に
つ
い
て

　

㈠　

選
考
委
員
会
の
設
置
及
び
会
長
等
役
員
の
選
考

　
　

○
小
・
中
学
校
各
四
地
区
の
理
事
を
選
考
委
員
と
し
て
選
出
し
、
選
考
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　
　
　

※
な
お
、
今
年
度
選
考
委
員
長
は
、
中
学
校
の
山
形
地
区
理
事
。

　
　

〇
選
考
委
員
長
か
ら
会
長
等
役
員
（
案
）
が
示
さ
れ
、
役
員
は
左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　

【
会　

長
】
小
学
校　

樋
口　

潤
一
（
山
四
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校　

細
谷　

直
樹
（
山
一
中
）

　
　
　

【
副
会
長
】
小
学
校　

井
上　

敏
春
（
楯
岡
小
）、
紺
野　
　

健
（
小
松
小
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山　

浩
司
（
三
川
東
郷
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校　

加
藤　

淳
一
（
楯
岡
中
）、
多
勢　

俊
二
（
沖
郷
中
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
ひ
ろ
子
（
櫛
引
中
）

　
　
　

【
監　

事
】
小
学
校　

須
藤　

克
郎
（
桜
田
小
）、
山
科　

典
子
（
蔵
王
二
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校　

佐
藤　

朋
子
（
山
五
中
）、
武
田　

裕
子
（
山
寺
中
）

　

㈡　

理
事
会
要
項
の
決
定

　
　

○
令
和
七
年
度
理
事
会
要
項
が
示
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

二
　
各
研
究
部
会
の
全
国
・
東
北
・
県
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
再
確
認
）

　
　

◯
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
補
助
金
の
分
配
に
つ
い
て
は
、
六
年
に
一
回
を
原
則
と
す
る
。

　
　

〇�

大
会
開
催
の
決
定
や
調
整
は
、
各
研
究
部
会
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
開
催
地
区
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
や
事
業
規
模
・
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
部
会
の
実
情
に
応
じ
て
検
討
し
、
必
要
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
東
北
の
組
織
と
早
期
に
協
議
を
行
う
こ
と
。

　
　

〇�
今
後
、
教
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
部
会
の
存
続
や
研
究
大
会
の
開
催
が
ま
す
ま
す
困
難
に

な
っ
て
い
く
状
況
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
各
地
区
教
育
研
究
会
及
び
各
部
会
に
お

い
て
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
市
町
村
各
教
育
委
員
会
と
の
熟
議
の
う
え
、
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
。
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令和７年度　各部会の研究会開催報告
◉全国大会　◎東北大会　○県大会　△協議会　

№ 部会名 方
法 実施月日 会　　場

参加人数
研究テーマ 刊　行　物

小 中 他

１ 国　語 ○ 小 11.21
中 11.6

鶴岡市立大山小
庄内町立余目中 51 50 生きてはたらくことばの力をつける国語学習

～子どもの言語生活を豊かにする単元づくり～

２ 社　会 △ 11.7 寒河江市立陵東中 44 社会とのつながりを実感し、よりよい社会を創
造していく力を育てる社会科学習

会報
「県・社・県・会報」

３ 算　数
数　学 △ 各地区 各地区 127 136 創造性を育む算数・数学教育 会報

４ 理　科 △ 小 7.10
中 7.17

山形市立出羽小
山形大学附属中 15 13

【小】�「自然に進んでかかわり、生きる力を育
む理科教育」～自然を尊び、科学的な目
で見つめ、未来をつくる理科教育～

【中】�科学的な資質や能力を育み、豊かな未来
を創造する理科教育

会報188号
研究集小・中
Web で公開

５ 音　楽 △ 各地区 各地区 「つながろう音楽と　つながろう音楽で」
～心が動く楽しい音楽の授業づくり～ カンタービレ№20

６ 図画工作
造　形 △ 11.25 最上広域交流センター

「ゆめりあ」 30 30 20 「未来を創造する造形教育」
～つながり広がる学びを目指して～ 研究紀要

７ 体　育 ○ 11.28 県教育センター 46 40 47
生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向
けて～三つの資質・能力をバランスよく育成す
る体育・保健体育学習の在り方～

大会抄録
部会報51号（小）
部会報告（中）

８ 家　庭 △ 各地区 各地区
「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科
教育」～家庭・地域・社会とつながり、学びを
生かす子どもの育成～

研究のあゆみ61号
地区家庭科だより第
81号

９ 技術・家庭 △ 各地区 各地区 未来社会を生き抜くための資質・能力を育む技
術・家庭科教育 研究のまとめ

10 外国語 △ 小 10.16
中 10.16

新庄市立日新小
新庄市立日新中 35 28 1

支え合いながら、主体的に英語でコミュニケー
ションを図ろうとする児童生徒の育成～「伝え
合う」言語活動の充実を通して～

小：会報６号
中：研究のまとめ

11 道　徳 △
○
小 各地区
中 10.6

小　各地区
中　櫛引中 42 29 7

【小】�いのちを輝かせよりよい生き方を拓く道
徳教育～他者と響き合い自己を見つめる
道徳科の授業作り～

【中】�豊かな心と絆を育む教育の推進～心の教
育を土台とした学びをめざして～

12 生活総合 ○
△
小 10.23
中 各地区

最上町立向町小
各地区 55 3 4

【小】�主体的に学び合い、力を付ける子ども～
とことん対話して（人・もの・教材）～

【中】�自己の生き方を問う主体的な学びの創造
～郷土に誇りを持ち、豊かに生き抜く力
を育む総合的な学習～

小：研究紀要
　　指導案・会報39号
中：会報20号

13 特別活動 △ 7.28 置賜総合文化センター 26 8 1 互いのよさや可能性を尊重し、多様な他者との
協働を通して、主体的に生活をつくる特別活動

14 メディア
教　育 △ 9.5

尾花沢小
大石田南小
大石田町民交流センター

55 15 5 豊かな学びを支えるメディア教育
～子どもの創造性を育むＩＣＴ・メディア活用～ 大会要項（指導案集）

15 図書館教　育 ○ 10.23 シェルター
なんようホール 24 16 42 これからの社会を生きぬく力を育む学校図書館 図書館教育だより75号

やまがた読書感想文集62号

16 新聞教育 △
○

7.31

11.27

酒田総合文化センター
（新聞編集技術講習会）
鶴岡第三コミセン
（県学校新聞コンクール審査）

15
　
4

3

1
　
7 「教科のまとめに活かす学習新聞作り」 県学校新聞優秀作品集

17 特別支援
教　育 ◎ 11.14

酒田市総文センター
酒田市立松陵小学校
酒田市立第一中学校
県立酒田特別支援学校

200（特含）
共生社会の形成に向けて、共に学び、共に育つ
子どもたち～学びの連続性を踏まえた多様な学
びの場における指導・支援の充実～

研究紀要・大会集録
会報16号

18 へき地・
小規模 △ 各地区 各地区 ふるさと山形に夢や誇りをもって、未来の創り

手となる子どもの育成
「かたくりの花」
第73集

19 養　護 △ 8.4 東ソーアリーナ　　　
およびオンライン 120 90 90 学校保健活動の推進と養護教諭の役割

～つながり高めあいながら専門性を追求する～ 「あしあと」第56集

20 学校事務
○ 8.8

山形国際交流
プラザ

220
築き上げよう！子どもの豊かな学びと育ちを支
援する学校事務～山形っ子の笑顔のために、と
もに　かかわり　つなぐ～

各地区の研究のまとめ
会報「事務Tea Time」
メールマガジン

△ 11.7 120 「目標やビジョンを教職員と共有し、財務マネ
ジメントを推進しよう」
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令和８年度　各部会の研究会開催予定
◉全国大会　◎東北大会　○県大会　△協議会　

№ 部会名 方
法 実施月日 会　　場

参加人数
研究テーマ 刊　行　物

小 中 他

１ 国　語 ◎ 11.6 鶴岡市立朝暘一小
鶴岡市立鶴岡三中

生きてはたらくことばの力をつける国語学習
～子どもの言語生活を豊かにする単元づくり～ 大会要項

２ 社　会 △ 10～11月 東村山地区 社会とのつながりを実感し、よりよい社会を創
造していく力を育てる社会科学習

会報
「県・社・研会報」

３ 算　数
数　学 △ 各地区 各地区 創造性を育む算数・数学教育 会報

４ 理　科 △ 7月 山形市立出羽小
山形大学附属中 15 13

【小】�「自然に進んでかかわり、生きる力を育
む理科教育」～自然を尊び、科学的な目
で見つめ、未来をつくる理科教育～

【中】�科学的な資質や能力を育み、豊かな未来
を創造する理科教育　

会報189号
研究集小・中
Web で公開

５ 音　楽 △ 各地区 各地区 「つながろう音楽と　つながろう音楽で」
～心が動く楽しい音楽の授業づくり～ カンタービレ№21

６ 図画工作
造　形 △ 11.26 酒田市総合文化

センター 40 50 10 「未来を創造する造形教育」
～わくわくでひらくわたしたちの未来～

第43回山形県造形教育研究
協議会酒田飽海大会要項

７ 体　育 〇 11.27 県教育センター 50 50 50
生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向
けて～三つの資質・能力をバランスよく育成す
る体育・保健体育学習の在り方～

研究抄録
部会報52号（小）
部会活動報告（中）

８ 家　庭 △ 各地区 各地区
「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科
教育」～家庭・地域・社会とつながり、学びを
生かす子どもの育成～

研究のあゆみ62号
地区家庭科だより82号

９ 技術・家庭 △ 各地区 各地区 未定

10 外国語 ◎ 10.29 酒田市立十坂小
酒田市立第二中

新時代に対応した英語教育
　～未来を切り拓く英語力の育成～

小：会報7号
中：研究のまとめ

11 道　徳 △ 各地区 各地区

【小】�いのちを輝かせよりよい生き方を拓く道
徳教育～他者と響き合い自己を見つめる
道徳科の授業作り～

【中】�豊かな心と絆を育む教育の推進～心の教
育を土台とした学びをめざして～

【小】未定
【中】なし

12 生活総合 △
△
11.19
予定
各地区

南陽市立沖郷小・
梨郷小
各地区

50
【小】【中】学ぶ楽しさを実感！自らチャレン
ジし続ける子どもの育成
～ひと・もの・ことと関わり、気づき、考えを
広げ、深める子どもの姿を求めて～

小：指導案・会報40号
中：会報21号

13 特別活動 △ 未定 長井・西置賜地区 互いのよさや可能性を尊重し、多様な他者との
協働を通して、主体的に生活をつくる特別活動 未定

14 メディア
教　育 △ 未定 北村山地区 50 20 10 豊かな学びを支えるメディア教育

～子どもの創造性を育む ICT・メディア活用～ 大会要項

15 図書館教　育 △ 各地区 各地区 豊かな心をはぐくみ、深い学びを支える学校図
書館の創造

図書館教育だより76号
やまがた読書感想文集63号

16 新聞教育
△

〇

10月

11.26

新庄市
（新聞編集技術講習会）
酒田総合文化センター
（県学校新聞コンクール審査会）

20

10

5

5 5
学習に生かす学習新聞・学級新聞の在り方・指
導方法 県学校新聞優秀作品集

17 特別支援
教　育 △ 各地区 各地区 共生社会の形成に向け、一人一人の教育的ニー

ズに対応した教育の推進を図る。
会報17号（HP）
言語は研究収録

18 へき地・
小規模 △ 各地区 各地区 ふるさと山形に夢と誇りをもって、未来の創り

手となる子どもの育成
「かたくりの花」
第74集

19 養　護 △ 8.4 伝国の杜
置賜文化ホール 120 90 90 学校保健活動の推進と養護教諭の役割

～つながり高めあいながら専門性を追求する～ 「あしあと」第57集

20 学校事務 △ 9.8 山形国際交流
プラザ 300 未　定

各地区の研究のまとめ
会報「事務Tea Time」
メールマガジン
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〈参考〉 令和８年度以降研究大会長期計画
	 ①　＊は東北・全国大会の研究団体に加盟している部会
	 ②　（◉全国大会・東北大会・県大会　◎東北大会・県大会　○県大会　△地区協議会）
	 ③　地区名は、研究大会補助費の配分対象
	 ④　地区名については、各部会による
	 ⑤　令和13年度（2031年度）については、現時点での見込み（又は調整中）

年度
　　　　　　

開催
№　  部会名� 地区

令和８年度
2026年度

令和９年度
2027年度

令和10年度
2028年度

令和11年度
2029年度

令和12年度
2030年度

令和13年度
2031年度

会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区 会 地　区

１ ＊�国　　 語 小中 ◎ 庄 内
（田川） △ 最　 北 △ 置　 賜 △ 各 地 区 △ 天童・東村山 〇 山形・上山

２ ＊�社　　 会 小中 △ 東 村 山 ◎ 山形・上山 △ 庄　 内 △ 庄　 内 ○ 庄　 内 △ 最 北

３ ＊�算数・数学 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◎ 最　 北 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区

４ ＊�理　　 科 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ○ 最　 北 △ 各 地 区 △ 各 地 区

５ ＊�音　　 楽 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ○ 最　 北 ◎ 最　 北 △ 各 地 区

６ ＊�図画工作・造形 小中 △ 酒田・飽海 △ 米　 沢 △ 西 村 山 △ 北 村 山 ◎ 鶴岡・田川 △ 東 置 賜

７ ＊�体　　 育 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区

８ ＊�家　　 庭 小 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◎ 最　 北 △ 各 地 区 △ 各 地 区

９ ＊�技術・家庭 中 △ 各 地 区 〇 庄　 内 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◎ 未　 定 未　 定

10 ＊�外国語・英語 小中 ◎ 酒田・飽海 △ 米 沢・
東 置 賜 △ 東南村山 △ 西 村 山 △ 長井・西置賜 △ 鶴岡・田川

11 ＊�道　　 徳 小中 △
△

各 地 区
置　 賜

△
△

各 地 区
置　 賜

◎
◎

西 村 山
置　 賜

△
△

各 地 区
村　 山

△
△

各 地 区
村　 山

△
○

各 地 区
村　 山

12 ＊�生活・総合 小中 △
△

各 地 区
置　 賜

◎
○ 東 置 賜 △

△
東南村山
各 地 区

〇
△

庄　 内
各 地 区

△
△ 各 地 区 △

△
村　 山
各 地 区

13 ＊�特別活動 小中 △ 長　 井
西 置 賜 △ 長　 井

西 置 賜 ◎ 長　 井
西 置 賜 △ 寒 河 江

西 村 山 △ 寒 河 江
西 村 山 △ 山　 形

上　 山

14 ＊�メディア教育 小中 △ 北 村 山 △ 米　 沢 △ 米　 沢 ◎ 米　 沢 △ 未　 定 △ 未　 定

15 ＊�図書館教育 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◎ 村　 山

16 ＊�新聞教育 小中 △ 新庄・最上 △ 鶴岡・田川 △ 酒田・飽海 △ 新庄・最上 △ 鶴岡・田川 △ 酒田・飽海

17 ＊�特別支援教育 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 ◎ 北 村 山
最　 上

18 ＊�へき地・小規模 小中 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 △ 各 地 区 未　 定 未　 定

19 ＊�養　　 護 小中 △ 置　 賜 △ 最　 北 △ 庄　 内 △ 未　 定 △ 未　 定 △ 未　 定

20 ＊�学校事務 小中 △ 未　 定 △ 未　 定 ○ 山　 形 △ 未　 定 △ 未　 定 ◎ 未　 定

研究大会補助金配分部会数（予定）
令和８年度
2026年度

令和９年度
2027年度

令和10年度
2028年度

令和11年度
2029年度

令和12年度
2030年度

令和13年度
2031年度

◉全　国　大　会

◎東　北　大　会 小２・中２ 小２・中１ 小３・中３ 小２・中１ 小２・中３ 小３・中３

○県　　大　　会 　　　中１ 小１・中１ 小１・中１ 小１・中１ 小１・中１

合　　　計 小２・中２ 小２・中２ 小４・中４ 小３・中２ 小３・中４ 小４・中４


